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 大腸内視鏡検査下に得られた治療前生検標本（大腸癌 10 例、腺腫 10 例：遺伝子解析用と病理組織確認用に隣接し
た２ペア）および、内視鏡または手術により切除された組織（大腸癌６例、正常粘膜８例）を解析対象とした。大腸




また、大腸癌で特徴的な発現パターンを示す遺伝子を signal-to-noise ratio 法を用いて選択し、それぞれコードされ
るタンパクについて免疫染色を行い、タンパクレベルでの腫瘍内不均一性を検討した。さらに、大腸癌・腺腫から得
た生検標本の発現データをもとに、supervised classification method（weighted voting 法、1eave-one-out 交差検証
法）を用いて腫瘍の悪性度診断の可能性を検討した。 
【51】





















 大腸癌 10 例・腺腫 10 例を対象に、同一腫瘍内の異なる部位と、異なる腫瘍から得られた内視鏡下生検標本の遺伝
子発現パターンの違いを比較検討することにより、遺伝子発現パターンの腫瘍内不均一性は腫瘍間不均一性より小さ
いことが判明した。さらに、内視鏡下生検標本の遺伝子発現データをもとに腫瘍の悪性度診断の可能性を検討したと
ころ、大腸癌・腺腫を正しく識別する事が可能であった。本研究により、手術切除標本と同様に、術前の内視鏡下生
検標本においても、DNA マイクロアレイを用いた遺伝子発現プロファイル解析が適切に行えることが判明し、大腸
癌の術前診断への臨床応用が期待された。以上より、本研究は学位に値するものと認める。 
